
2
0
1
6（
平
成　

）
28

年
度
第
4
回
理
事
会

　
（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会

は
、
2
0
1
6
（
平
成　

）
28

年
度
第
4

回
理
事
会

を
2
0
1

7
年
（
平
成

　

）
1
月　

29

20

日
、　

時
～

15

　

時
に
、
ホ

17テ

ル

ア

ジ
ュ
ー
ル

竹
芝　

階
16

「
曙
」
で
開

催
し
た
。
理

事　

名
、
監

20
事
1
名
の

計　

名
が

21
出
席
し
た
。

【
議
題
】
①

2
0
1
7
（
平
成　

）
年
度

29

指
定
定
期
検
査
機
関
部
予
算

要
求
に
つ
い
て
（
物
江
事
務

局
長
）
②
2
0
1
7
（
平
成

　

）
年
度
計
量
管
理
事
業
部

29業
務
計
画
に
つ
い
て
（
北
野

専
務
理
事
）

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

理
事
会
終
了
後
の　

時
～

17

　

時
、
恒
例
の
新
年
賀
詞
交

19歓
会
を
同
ホ
テ
ル　

階
レ
ス

21

ト
ラ
ン
「
ベ
イ
サ
イ
ド
」
で

開
催
、
関
係
機
関
、
検
定
所

等
の
来
賓
を
含
め
、
出
席
者

　

名
で
新
年
を
祝
っ
た
。

55【
式
次
第
】
▽
開
会
あ
い
さ

つ
＝
清
宮
貞
雄
会
長
▽
来
賓

祝
辞
＝
戸
谷
嘉
孝
東
京
都
計

量
検
定
所
長
▽
祝
杯
＝
河
住

2
0
1
7
年
度　
　

は
か
り
定
期
検
査
等

の
予
定
に
つ
い
て

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

以
kg

下
の
は
か
り

▽
文
京
区
4
月
3
日
～
5
月

8
日
▽
目
黒
区
4
月
3
日
～

5
月　

日
▽
新
宿
区
4
月
5

10

日
～
6
月
8
日
▽
多
摩
市
5

月
9
日
～
6
月
5
日
▽
日
野

市
5
月　

日
～
5
月　

日
▽

11

26

青
ヶ
島
村
5
月　

日
～
5
月

15

　

日
▽
御
蔵
島
村
5
月　

日

19

15

～
5
月　

日
▽
八
丈
町
5
月

19

　

日
～
5
月　

日
▽
三
宅
村

15

19

5
月　

日
～
5
月　

日
▽
三

22

25

鷹
市
6
月
6
日
～
6
月　

日
29

▽
稲
城
市
6
月　

日
～
6
月

12

　

日
▽
小
金
井
市
7
月
3
日

29～
7
月　

日
▽
町
田
市
7
月

14

度
計　

月
6
日
～　

月
8
日

11

12

▽
ガ
ラ
ス
電
極
式
水
素
イ
オ

ン
濃
度
計
指
示
部 
1
月　
15

日
～
2
月
9
日

◇
皮
革
面
積
計
の
定
期
検
査

お
よ
び
計
量
証
明
検
査

　

月　

日
～　

月　

日

10

16

10

27

2
0
1
7
年
1
月
▽　

日
＝

27

新
年
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
開
催
。
経
済

産
業
省
、
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
日
本
計
量
機
器
工

業
連
合
会
、
日
本
計
量
振

興
協
会
、
東
京
都
計
量
協

会
、
東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
、
日
本
計
量
新

報
社
、
テ
ク
ノ
サ
プ
ラ
イ

の
来
賓
を
迎
え
開
催
し

た
。
理
事
長
の
年
頭
あ
い

さ
つ
、来
賓
の
あ
い
さ
つ
、

乾
杯
の
後
懇
談
で
親
睦
を

深
め
た
。
後
半
は
恒
例
と

な
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
各
位
景
品
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。

東
京
計
量
士
会

　

1
月　

日
、
東
京
計
量
士

27

会
新
年
交
歓
会
が
、リ
ュ
ド
・

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
目
白
に
お
い

て
、
東
京
都
計
量
検
定
所
戸

谷
所
長
、
日
本
計
量
振
興
協

会
河
住
専
務
理
事
、
東
京
都

計
量
協
会
清
宮
会
長
、
同
北

野
専
務
理
事
、
日
本
計
量
新

報
社
高
松
編
集
部
長
臨
席
の

も
と
、
総
勢　

名
が
出
席
し

33

て
開
催
さ
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
戸
谷
所

長
と
河
住
専
務
理
事
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

横
尾
会
長
か
ら
、
計
量
行

政
審
議
会
の
答
申
を
受
け
政

省
令
の
改
正
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
答
申
内
容
を
見
る
と

今
後
、
計
量
士
が
活
躍
で
き

る
機
会
が
多
く
な
る
。
当
会

も
計
量
関
係
機
関
、
計
量
関

係
団
体
と
連
携
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

▽ 
2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
第
2
回
研
修
見
学
会
を
4

月　

日　

に
開
催
す
る
。
場

14

（金）

所
は
日
本
全
国
を
測
量
し
て

歩
き
、
日
本
地
図
を
作
っ
た

伊
能
忠
敬
記
念
館
（
千
葉
県

香
取
市
）、
花
王
鹿
島
工
場

No.253
2
0
1
6（
平
成　

）年
度

28

第
4
回
理
事
会
、新
年
賀
詞
交
歓
会
開
催

都計協

春
樹
（
一
社
）
日
本
計
量
振

興
協
会
専
務
理
事
▽
中
締
め

＝
岩
下
貞
治
岩
下
度
量
衡　
（株）

代
表
取
締
役
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部
会
・
団
体

だ
よ
り

あいさつする横尾会長

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
6
年　

月
▽
9
日
＝

12

理
事
会
開
催
。
月
次
会
計
報

告
。水
銀
汚
染
防
止
法
関
連
、

団
体
自
主
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

シ
ー
ル
の
検
討
。
水
銀
廃
棄

の
検
討
。新
年
会
に
つ
い
て
。

　

2
0
1
7
（
平
成　

）
年

29

2
月
3
日
、
東
京
都
計
量
検

定
所
2
階
会
議
室
A
、
B
で

適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成

講
習
会
（
流
通
関
係
）
を
開

催
し
た
。
受
講
者
は
東
京
都

内
8
事
業
所　

名
で
あ
っ

15

た
。

　

は
じ
め
に
計
量
管
理
研
究

部
会
の
小
林
部
会
長
に
よ
る

開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
講

習
に
入
っ
た
。
講
習
内
容
は

以
下
の
と
お
り
。
①
計
量
法

と
適
正
計
量
管
理
事
業
所
制

度
（
東
京
都
計
量
検
定
所
管

理
指
導
課
山
本
研
一
統
括
課

長
代
理
）
②
筆
記
試
験
（
同

山
本
研
一
統
括
課
長
代
理
）

③
実
習
：
商
品
量
目
の
検
査

方
法
（
東
京
都
計
量
協
会
計

量
管
理
研
究
部
会
計
量
士
7

名
）

　

講
習
終
了
後
、
東
京
都
計

量
検
定
所
の
山
本
研
一
統
括

課
長
代
理
に
よ
る
筆
記
試
験

の
講
評
お
よ
び
筆
記
試
験
合

格
者（
今
回
は
受
講
者
全
員
）

へ
の
認
定
書
授
与
が
あ
っ

た
。

　

お
わ
り
に
、
計
量
管
理
研

究
部
会
の
安
斎
副
部
会
長
に

よ
る
閉
会
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
2
0
1
6
（
平
成　

）
28

年
度
適
正
計
量
管
理
主
任
者

養
成
講
習
会
（
流
通
関
係
）

は
無
事
終
了
し
た
。

適
正
計
量
管
理
主
任
者

養
成
講
習
会

2
月
3
日
、東
京
都
計
量
検
定
所
で

講師：山本研一統括課長代理

実習講師：計量管理研究部会計量士

3
日
～
8
月　

日
▽
府
中
市
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7
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日
～
8
月　

日
▽
調

18

24

布
市
8
月　

日
～
9
月　

日

21

12

▽
狛
江
市
8
月　

日
～
9
月

25

4
日
▽
練
馬
区
8
月　

日
～

30

　

月　

日
▽
台
東
区
9
月
5

11

22

日
～　

月　

日
▽
港
区
9
月

10

23

　

日
～　

月　

日
▽
葛
飾
区

13

10

25

　

月　

日
～
1
月　

日
▽
中

10

24

16

央
区　

月　

日
～　

月
7
日

10

26

12

▽
豊
島
区　

月　

日
～
1
月

11

27

　

日
▽
千
代
田
区　

月
8
日

26

12

～
1
月　

日
▽
板
橋
区
1
月

30

　

日
～
3
月　

日
▽
品
川
区

17

27

1
月　

日
～
3
月　

日
▽
江

29

20

戸
川
区
2
月
1
日
～
3
月　
28

日◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

を
kg

超
え
2
ｔ
以
下
の
は
か
り
お

よ
び
都
が
指
定
し
た
事
業
所

▽
目
黒
区
、
文
京
区
、
新
宿

区
4
月
3
日
～
5
月　

日
▽

19

日
野
市
、
町
田
市
、
多
摩
市
、

三
鷹
市
6
月　

日
～
7
月　

12

12

日
▽
稲
城
市
、
調
布
市
、
府

中
市
、
小
金
井
市
、
狛
江
市

7
月
6
日
～
8
月　

日
▽
練

10

馬
区
、
台
東
区
8
月
7
日
～

9
月　

日
▽
港
区
、
中
央
区

19

9
月　

日
～　

月
9
日
▽
豊

13

11

島
区
、
葛
飾
区
、
千
代
田
区

　

月
6
日
～　

月　

日
▽
品

11

12

26

川
区
、
江
戸
川
区
、
板
橋
区

　

月　

日
～
3
月　

日

12

20

30

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
t
を
超
え

る
は
か
り

▽
武
蔵
野
市
、
西
東
京
市
、

小
平
市
、
国
分
寺
市
、
清
瀬

市
、
東
久
留
米
市
、
東
村
山

市
、
立
川
市
4
月
3
日
～
4

月　

日
▽
国
立
市
、
武
蔵
村

21
山
市
、
東
大
和
市
、
福
生
市
、

瑞
穂
町
4
月　

日
～
5
月　

24

31

日
▽
青
梅
市
、
奥
多
摩
町
、

羽
村
市
、
日
の
出
町
、
あ
き

る
野
市
6
月
1
日
～
6
月　
30

日
▽
杉
並
区
、
世
田
谷
区
、

港
区
7
月
3
日
～
7
月　

日
31

▽
千
代
田
区
、
中
央
区
、
渋

谷
区
、
目
黒
区
、
台
東
区
8

月
1
日
～
8
月　

日
▽
荒
川

31

区
、
足
立
区
9
月
1
日
～　
12

月
1
日
▽
大
田
区
、
品
川
区

　

月
4
日
～
2
月　

日
▽
葛

12

28

飾
区
3
月
1
日
～
3
月　

日
30

◇
環
境
計
量
器
の
計
量
証
明

検
査

▽
騒
音
計
5
月
8
日
～
9
月

1
日
▽
振
動
レ
ベ
ル
計
9
月

4
日
～　

月　

日
▽
大
気
濃

10

13

日本硝子計量器工業協同組の新年会

計量計測業界の最新の動向が
まるわかり !!

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

他
。
貸
し
切
り
バ
ス
で
の
移

動
を
予
定
し
て
い
る
。
申
し

込
み
方
法
等
詳
細
は
別
途
に

案
内
す
る
。 

計
コ
ン
協
会　
　
　

　

技
術
研
修
会
開
催

　
（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
第
2
回
技

術
研
修
会
を
2
月
8
日　

時
14

か
ら　

時
、
計
機
健
康
保
険

16

会
館
6
階
会
議
室
で
開
催
し

た
。
参
加
人
数
は　

名
。

20

　

第
1
部
は
、　

デ
ィ
ジ
・

（株）

テ
ッ
ク
東
京
営
業
所
の
阿
部

氏
よ
り
同
社
の
主
力
製
品
で

あ
る
、
B
l
u
e
t
o
o
t

h
通
信
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
っ

た
、
各
種
計
測
現
場
で
の
使

用
実
例
等
動
画
を
交
え
て
商

品
説
明
が
あ
っ
た
。
B
l
u

e
t
o
o
t
h
通
信
ア
ダ
プ

タ
ー
の
D
K
A−

1
0
1
／

1
0
2
は
小
型
な
が
ら
各
計

測
器
メ
ー
カ
ー
の
質
量
計
や

ノ
ギ
ス
と
い
っ
た
R
S−

2

3
2
C
出
力
の
あ
る
モ
デ
ル

に
接
続
す
る
こ
と
で
計
測
値

を
正
し
く
瞬
時
に
手
持
ち
の

P
C
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
ホ
ン
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス

で
転
送
す
る
こ
と
が
で
き
る

優
れ
も
の
。
従
来
、
計
測
値

を
記
録
す
る
に
は
読
み
取
り

と
記
録
と
い
っ
た
手
作
業
が

介
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
通

信
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
え
ば
生

値
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
読
み
込

む
の
で
、
入
力
ミ
ス
等
が
無

く
い
つ
で
も
誰
で
も
正
し
い

記
録
が
で
き
る
。
し
か
も
、

こ
の
ア
ダ
プ
タ
ー
は
汎
用
性

が
広
く
、
2
0
1
6
年　

月
12

現
在
で
、
接
続
の
検
証
が
で

き
て
い
る
機
種
は　

社　

モ

40

91

デ
ル
に
も
お
よ
ぶ
。
ま
た
、

計
測
イ
ン
タ
ー
バ
ル
等
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
も
可
能
で
ユ
ー

ザ
ー
の
使
用
環
境
や
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
通
信
が
可
能
。
ホ

ス
ト
端
末
と
の
通
信
距
離
は

　

m
以
内
だ
が
、
W
i
n
d

10o
w
s
や
i
o
s
、
A
n
d

r
o
i
d
に
対
応
し
て
お
り

機
器
の
選
定
に
も
困
ら
な

い
。
本
体
内
に
充
電
電
池
を

内
蔵
し
て
お
り
最
大
8
時
間

の
運
用
が
可
能
。

　

つ
づ
く
第
2
部
は
、
共
栄

衡
器　

の
大
久
保
氏
よ
り

（株）

「
ハ
カ
リ
接
続
ラ
ベ
ル
プ
リ

ン
タ
ー
」
の
提
案
説
明
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
新
光
電

子　

製
の
個
数
ハ
カ
リ
と
ブ

（株）
ラ
ザ
ー
販
売　

製
の
ラ
ベ
ル

（株）

プ
リ
ン
タ
ー
を
B
l
u
e
t

o
o
t
h
通
信
ア
ダ
プ
タ
ー

D
K
A−

1
0
1
で
接
続

し
、
単
機
能
で
安
価
な
ラ
ベ

ル
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
提
案

す
る
も
の
で
、
同
社
で
は
既

に
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
導
入

実
績
が
あ
る
。
デ
モ
機
を

使
っ
て
実
演
を
お
こ
な

い
参
加
メ
ン
バ
ー
の
注

目
を
浴
び
て
い
た
。
質

疑
応
答
を
終
え
た
後

も
、
数
名
が
デ
モ
機
を

使
っ
て
実
際
の
操
作
を

確
か
め
た
り
改
め
て
質

問
し
た
り
と
関
心
度
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。

技術研修会のようす



　

東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

　

月　

日
か
ら　

月
9
日
ま

10

28

12

で
の
延
べ　

日
間
、
都
内
の

28

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
駅

ビ
ル
、
お
よ
び
食
品
製
造
元

詰
所
な
ど
1
7
9
事
業
所
に

対
し
、
販
売
さ
れ
て
い
る
商

品
の「
表
記
さ
れ
た
内
容
量
」

と
「
実
際
の
内
容
量
」
と
の

差
が
計
量
法
で
定
め
ら
れ
た

許
容
誤
差
の
範
囲
内
に
あ
る

か
、「
事
業
所
名
・
住
所
」

「
内
容
量
」「
計
量
単
位
」
の

表
記
が
正
し
い
か
を
確
認
す

る
た
め
「
年
末
期
商
品
量
目

立
入
検
査
」
を
実
施
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
1
7
9
事

業
所
の
う
ち
計
量
法
で
定
め

ら
れ
た
許
容
誤
差
の
範
囲
を

超
え
て
不
足
し
て
い
た
「
不

適
正
商
品
」
の
割
合
が
5
％

を
超
え
た
不
適
正
事
業
所
は

9
件
（
不
適
正
率
は
5
・
0

％
）
で
、
前
年
同
期
（
3
・

4
％
）
と
比
較
す
る
と
1
・

6
％
悪
化
し
た
。

　

業
態
別
で
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
1
6
1
事
業
所

の
う
ち
9
件（
3
・
2
％
）、他

の
業
態
で
は
不
適
正
事
業
所

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
検
査
商
品
7
5
8

1
点
中
、
不
適
正
商
品
は　
51

点
（
0
・
7
％
）。
部
門
別
で

は
、
野
菜
類　

点
（
1
・
4

27

％
）、
魚
介
類　

点
（
0
・
5

12

％
）、
惣
菜
類
8
点
（
0
・
6

％
）、
食
肉
類
4
点
（
0
・
2

％
）
で
あ
っ
た
。

　

内
容
量
が
不
足
し
た
主
な

原
因
は
、
乾
燥
に
よ
る
自
然

減
量　
・
1
％
が
最
も
多
く
、

43

ほ
か
風
袋
量　

・
2
％
、
そ

39

現
在
は
光
の
速
さ
に
変
わ
っ

て
い
る
。
当
然
標
準
を
管
理

す
る
仕
事
は
、
目
盛
り
を
正

確
に
読
ん
で
再
現
す
る
こ
と

か
ら
、
安
定
し
た
レ
ー
ザ
ー

を
製
作
し
、
そ
の
安
定
化
し

た
波
長
を
正
確
に
決
め
る
作

業
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
。
後

者
の
研
究
は
、標
準
と
し
て
、

よ
り
不
確
か
さ
の
小
さ
い
1

m
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
が
、一

方
、社
会
へ
長
さ
の
標

準
を
広
め
る
た
め
に

は
、や
は
り
目
盛
り
を

正
確
に
引
き
、正
し
く

読
み
取
る
作
業
が
必

要
な
の
で
あ
る
。1
0

0
年
も
の
間
、長
さ
の

標
準
と
し
て
の
使
命

を
担
っ
て
き
た
文
化

遺
産
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
管
理
、
活
用
に
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
達
者
達

の
熱
意
と
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
。

メ
ー
ト
ル
原
器

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
2
0
1

1
年
8
月
に
始
ま
り
、
今
回

は
第　

回
目
の
掲
載
と
な

34

る
。
そ
の
中
で
2
回
ほ
ど
原

器
に
関
わ
る
お
話
を
取
り
上

げ
て
き
た
。
今
回
は
日
本
計

量
史
学
会
、
メ
ー
ト
ル
原
器

調
査
研
究
委
員
会
の
平
井
亜

紀
子
さ
ん
（
産
総
研
N
M
I

J
）
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
ま
た
触
れ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
で
「
メ
ー
ト
ル
原

器
」
を
検
索
す
る
と
、
直
ぐ

に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（
日
本

語
版
）の
記
述
が
見
つ
か
る
。

そ
こ
に
は
、
断
面
形
状
が
良

く
見
え
る
よ
う
に
、
2
本
の

原
器
（
お
そ
ら
く
は
レ
プ
リ

カ
）
を
重
ね
た
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
X
字
型

の
断
面
は
、
測
定
に
関
わ
る

色
々
な
条
件
を
考
慮
し
て
決

め
ら
れ
て
い
る
。
四
隅
に
四

角
い
バ
ー
を
配
置
し
、
断
面

モ
ー
メ
ン
ト
の
大
き
い
、
曲

が
り
に
く
い
形
状
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
断
面
で

棒
を
作
成
す
る
と
、
質
量
に

比
べ
て
表
面
積
が
非
常
に
大

き
い
物
体
と
な
り
、
室
温
に

な
じ
み
や
す
い
の
で
あ
る
。

断
面
の
中
立
面
に
平
面
を
設

け
て
、
そ
こ
に
目
盛
り
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
目
盛
り
の
面
の
、
長
さ
の

変
化
が
一
番
少
な
く
な
る
点

（
ベ
ッ
セ
ル
点
）で
支
持
し
、

計
測
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
写
真
で
は
、

そ
の
目
盛
り
の
面
が
下
向
き

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
上

下
が
逆
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。
ま
た
、
少
な
く

と
も
計
測
に
関
わ
る
人
間

は
、レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
て
も
、

測
定
対
象
と
な
る
物
が
安
定

状
態
で
置
か
れ
る
こ
と
に
留

意
す
る
の
で
、
普
通
は
重
ね

た
り
立
て
か
け
た
り
は
し
な

い
。
ま
し
て
、
写
真
の
よ
う

に
2
つ
の
原
器
を
重
ね
て
置

く
こ
と
は
、
金
属
同
士
の
接

触
傷
や
自
重
に
よ
る
撓
み
、

歪
み
の
恐
れ
が
あ
り
、
危
険

な
置
き
方
で
あ
る
。
ど
う
や

ら
こ
の
写
真
は
、
あ
ま
り
計

測
に
関
わ
り
の
な
い
方
が
撮

影
し
た
物
と
思
わ
れ
る
。
常

人
に
は
な
じ
み
の
な
い
、
原

器
の
特
異
な
形
状
を

し
た
断
面
が
よ
く
判

る
こ
と
は
評
価
し
た

い
が
、胸
の
痛
む
写
真

で
あ
る
。

　

2
0
1
2
年
の
重

要
文
化
財
指
定
に
は
、

原
器
、副
原
器
と
と
も

に
、
2
本
の
「
ト
ン
ヌ

ロ
ー
温
度
計
」も
含
ま

れ
て
い
る
。B
I
P
M

は
、
各
国
に
配
布
し
た
全
て

の
原
器
に
、
2
本
ず
つ
の
ト

ン
ヌ
ロ
ー
温
度
計
を
付
属
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
熱
で
伸

び
縮
み
す
る
白
金
合
金
の
原

器
な
の
で
、
温
度
管
理
が
重

要
な
の
は
判
る
が
、
過
剰
付

属
品
で
は
と
平
井
さ
ん
に
お

聞
き
し
た
が
、
直
ぐ
に
必
然

的
な
付
属
品
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
メ
ー
ト
ル
原

器
が
製
作
、
配
布
さ
れ
た
の

は
、
メ
ー
ト
ル
条
約
の
ま
だ

早
い
時
期
で
あ
る
。
温
度
に

つ
い
て
は
、
水
の
融
点
（
氷

点
）
と
沸
点
に
よ
り
、
温
度

定
点
が
定
義
さ
れ
、
メ
ー
ト

ル
原
器
の
目
盛
り
も
氷
点
で

定
義
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
計
測
を
お
こ
な
う

温
度
環
境
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
世
界
的
に
見
れ
ば
そ
れ

自
体
が
研
究
の
対
象
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
正
確
な
温
度

が
判
ら
な
け
れ
ば
、
メ
ー
ト

ル
原
器
が
示
す
目
盛
り
は
、

何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
ト
ン
ヌ
ロ
ー
温
度
計

は
、
ト
ン
ヌ
ロ
ー
と
い
う
パ

リ
の
職
人
（
会
社
？
）
の
製

作
に
な
る
温
度
計
で
、
B
I

P
M
は
当
時
、
か
な
り
の
数

を
用
意
し
、
原
器
に
付
属
し

て
配
布
、
あ
る
い
は
販
売
し

て
い
た
ら
し
い
。
非
常
に
繊

細
で
は
あ
る
が
、
安
定
性
、

再
現
性
が
良
く
、
現
在
で
も

ミ
リ
ケ
ル
ビ
ン
単
位
で
の
読

み
込
み
も
可
能
だ
と
の
事
で

あ
る
。
N
M
I
J
は
、
こ
れ

ま
で
に　

本
の
ト
ン
ヌ
ロ
ー

10

温
度
計
を
B
I
P
M
よ
り
受

領
し
、
そ
の
内
8
本
が
健
在

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
。
何
本

か
は
、
原
器
の
計
測
温
度
管

理
の
た
め
に
付
属
し
て
き
た

も
の
で
あ
る
が
、
温
度
計
検

定
の
標
準
器
と
し
て
購
入
さ

れ
た
温
度
計
も
あ
る
。
歴
史

の
中
で
温
度
を
刻
ん
で
、
計

測
を
管
理
し
て
き
た
温
度
計

に
、
そ
し
て
そ
の
温
度
計
を

製
作
し
た
ト
ン
ヌ
ロ
ー
に
、

頭
が
下
が
る
。

　

さ
て
、
長
さ
の
基
準
は
、

こ
の
メ
ー
ト
ル
原
器
か
ら
、

　

計
量
記
念
日
関
連
の
事
業

と
し
て
、　

月
を
計
量
管
理

11

強
調
月
間
と
し
、
適
正
計
量

管
理
事
業
所
お
よ
び
自
主
計

量
管
理
に
努
め
る
大
規
模
小

売
店
の
協
力
の
も
と
、
従
業

員
お
よ
び
消
費
者
へ
の
適
正

計
量
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

み
、　

月
に
は　

事
業
者
か

12

53

ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

主
な
取
り
組
み
内
容
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
標
語
の
掲
示
、

計
量
器
の
点
検
整
備
、
量
目

検
査
の
実
施
、
巡
回
等
に
よ

る
計
量
指
導
な
ど
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
ほ
か
の
関
連
事
業
と

し
て
は
、
2
0
1
6
（ 
平
成

　

）
年
7
月　

日
「
適
正
計

28

15
適
正
計
量
管
理
推
進
の
取
り
組
み

3
月　

日
講
演
会
講
習
会
開
催

16
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各
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
計
量
法
施
行
規
則
第

　

条
に
基
づ
き
、
本
年
も
以

96下
の
と
お
り
2
0
1
6
（
平

成　

年
）
度
（
2
0
1
6

28
〔
平
成　

〕
年
4
月
1
日
か

28

ら
2
0
1
7
〔
平
成　

〕
年

29

3
月
末
日
ま
で
）
の
事
業
実

績
を
4
月
末
日
ま
で
に
ご
報

告
く
だ
さ
い
。

【
報
告
対
象
者
・
担
当
部
署

連
絡
先
（
0
3−

5
6
1
7

以
下
の
下
4
桁
を
記
載
）】▽

届
出
製
造
事
業
者
・
指
定
製

造
者
・
届
出
修
理
事
業
者
・

家
庭
用
特
定
計
量
器
輸
入
事

業
者
・
計
量
証
明
事
業
者（
一

般
）：
管
理
指
導
課
指
導
担

当
6
6
2
7
、
▽
適
正
計
量

管
理
事
業
所
：
管
理
指
導
課

指
導
担
当
6
6
3
5
、
▽
代

検
査
を
行
う
計
量
士
：
検
査

課
計
画
担
当
6
6
3
8
、
▽

計
量
証
明
事
業
者（
環
境
）：

検
査
課
環
境
計
量
器
検
査
担

当
6
6
3
9

　

な
お
、
報
告
書
の
様
式
お

よ
び
記
入
要
領
等
は
、
3
月

中
旬
頃
郵
送
い
た
し
ま
す
。

ウィキペディアより

年
度
事
業
報
告
の
お
願
い 

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//

（34）
長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

切
田
切
田
篤篤

2
0
1
6（
平
成　

）年
度

28

年
末
期
商
品
量
目
立
入
検
査
結
果

量
管
理
主
任
者
養
成
講
習

（
製
造
業
）」　

社　

名
、
同

12

29

年
8
月　

日
「
適
正
計
量
管

21

理
主
任
者
養
成
講
習
会
（
東

米
商
）」　

名
、
2
0
1
7

18

（
平
成　

）年
2
月
3
日「
適

29

正
計
量
管
理
主
任
者
養
成
講

習
（
流
通
業
）」
8
社　

名
を

16

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
3
月　

日
に

16

は
、
計
量
行
政
室
お
よ
び
産

総
研
の
協
力
に
よ
り
「
計
量

法
関
係
政
省
令
改
正
」
お
よ

び
「
自
動
は
か
り
の
J
I
S

改
正
」
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
「
計
量
管
理
講
演
会
・
技

術
講
習
会
」
と
し
て　

時
半

13

よ
り
当
所
会
議
室
で
開
催
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
管
理
指
導
課
指

導
担
当
＝
電
話
0
3−

5
6

1
7−

6
6
3
5

の
他　

・
6
％
だ
っ
た
。

17

　

ま
た
、
内
容
量
が
不
足
し

た
商
品
で
損
失
金
額
が
一
番

大
き
か
っ
た
の
は
、
魚
介
類

で
2
3
8
円
分
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
不
適
正
商
品
に
つ

い
て
は
、
そ
の
場
で
計
量
法

上
の
問
題
点
を
説
明
し
、
再

計
量
を
指
示
し
た
。

　

ま
た
、
不
適
正
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
再
度
改
善
状
況

の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
改

善
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、「
改

善
勧
告
」、「
不
適
正
状
況
の

公
表
」、「
改
善
命
令
」
等
の

「
代
検
査
業
務
連
絡
会

議
」開
催
の
お
知
ら
せ

　

東
京
都
内
で
代
検
査
業
務

を
お
こ
な
っ
て
い
る
計
量
士

を
対
象
に
以
下
の
日
程
に
て

連
絡
会
議
を
開
催
す
る
。

【
開
催
日
時
】2
0
1
7（
平

成　

）
年
3
月　

日　
　

時

29

10

（金）
15

～　

時
17

【
場
所
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
会
議
室
B

【
議
題
】
①
代
検
査
実
績
に

つ
い
て
②
来
年
度
定
期
検
査

日
程
に
つ
い
て
③
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
検
査
課
計
画
担

当
＝
0
3−

5
6
1
7−

6

6
3
8お

知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の
「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」
は
隔
月
（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、
東
京
都
計
量
協
会

の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各
部
会
等

の
動
き
な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】

50

▽
石
井
康
二
▽
大
木
朗
▽
北
野

芳
男
▽
切
田
篤
▽
坂
本
雅
広
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹
内

健
治
▽
竹
添
雅
雄
▽
物
江
稔
▽

横
山
守
二

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会
緯

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6
0

措
置
を
お
こ
な
う
。

　

検
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
生
活
文
化
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
東
京
く
ら
し
W
E

B
）
の
東
京
都
計
量
検
定
所

の
頁
に
掲
載
し
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
都

計
量
検
定
所
検
査
課
立
入
検

査
担
当
＝
電
話
0
3−

5
6

1
7−

6
6
2
8

不適正商品の発生理由

検定所


